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収集日変更に伴う効果の検証について 
 

１． 事業の経緯 

リサイクルセンターの搬入量は、第４週目が多く、特に第４週目の水曜日が突

出している。これは、市内の燃やせないごみ、キケンごみの収集を第２週または

第 3 週に行っていることで、その次の週の資源物の排出量が増えることによる

ものである。 

週により資源物の搬入量に大きな差があることで、リサイクルセンターの人

員配置や機械の稼働にもばらつきがあり、効率的な作業が行えていない。 

このことから、令和 7 年４月１日より一部の地域において、燃やせないごみ、

キケンごみの収集を第１週、第４週に変更することで、資源物のリサイクルセン

ターの搬入量の平準化をはかった。 

 

 

２． 収集日変更 

以下の通り収集日の変更を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№11 
厚 生 消 防 常 任 委 員 会 所 管 事 務 報 告 資 料 
令和 8 年 3 月 12 日【生活環境部ゼロカーボン推進室廃棄物管理課】 

第２週,第３週の燃やせないごみ

及びキケンごみの収集を一部の

地域で第 1 週,第 4 週などに変更 
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３． 効果の検証 

    収集日の変更により、資源物搬入量の変化を確認したところ下表のとおり 

   となり、２週目の搬入量が増加し、4 週の搬入量が減少した。また、特に４週目 

の水曜日に搬入量が突出していたが解消された。 

 これらのことから、当初の目的通り、資源物搬入量の平準化が図られ、リサ 

イクルセンターの安定的運営に寄与するものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． まとめ 

収集日変更により以下の効果が認められた。 

 

 

 

 

 

ピーク時の搬入量の抑制 

最大搬入量と最低搬入量の差が小さくなっている 

4 週目水曜日、金曜日の搬入量が減少 

２週目水曜日、金曜日の搬入量が増加 

→搬入量のばらつきが抑制され平準化がはかられた。 

① 週別の搬入量のばらつき縮小 

② 最大搬入量の抑制 

人員配置や機械稼

働の平準化 

現行施設の処理の安定化 

処理における作業の効率化 


